
監査報告第６号   

令和６年（2024 年）１月 24 日   
   

札幌市監査委員 藤 江 正 祥   
同       愛 須 一 史   
同               高 橋 克 朋  
同           福 田 浩太郎  

 
令和５年度第２回定期監査の結果に関する報告の提出について  

                                     

地方自治法第 199 条第１項、第２項、第４項及び第７項に基づき、下記の部

等を対象として監査を行ったので、同条第９項の規定により、その監査の結果

に関する報告を別紙のとおり提出します。 

なお、高橋克朋監査委員は、地方自治法第 199 条の２の規定により、社会福

祉法人札幌南福祉会の監査には関与しておりません。 

 監査の対象、指摘件数等は下記のとおりです。 

 

記 

 

１ 財務監査等（事務） 

局名 対象部 

指摘事項の区分 

意見 

(要望) 

事項 

遵守 収

入 

支

出 

財

産 

行

政

運

営 

学

校

運

営 

そ

の

他 

合

計 

会計室  １  １  １ ３   

財政局 

税政部  １     １ ２  

税政部 
中央市税事務所 

１ １     ２ １ １ 

管財部   １    １ ３ １ 

保健福祉局 

高齢 

保健福祉部 
 １     １ １ １ 

障がい 

保健福祉部 
 ２    １ ３ １ ２ 

経済観光局 
経済戦略 

推進部 
 ２     ２  ２ 

環境局 
環境都市 

推進部 
 １     １ １  

教育委員会 
中央図書館  １    １ ２ １ １ 

市立学校  ３ １  １  ５ ２ １ 

６局 9 部･20 校(園) １ 13 ２ １ １ ３ 21 12 ９ 

※ 「遵守」は基本的遵守事項を表す。 
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２ 財務監査等（工事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

局名 対象部 

指摘事項の区分 
意見 

(要望) 

事項 
設
計 

監
理 

事
務 

そ
の
他 

合
計 

下水道河川局 事業推進部 １ ５   ６ １ 

都市局 市街地整備部       

白石区 土木部   １  １ １ 

厚別区 土木部       

４局（区） ４部 １ ５ １  ７ ２ 
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３ 財政援助団体等監査 

 対象団体名 監査の種別 
指摘 

事項 

意見 

(要望) 

事項 

社会福祉法人前田記念福祉会 財政援助団体 １  

社会福祉法人札幌南福祉会 財政援助団体   

一般財団法人札幌市スポーツ協会 

財政援助団体 １  

出資団体 １  

公の施設指定管理者 ３ ２ 

株式会社札幌花き地方卸売市場 出資団体  ５  

公益財団法人札幌市生涯学習振興財団 

財政援助団体   

出資団体  １ 

公の施設指定管理者 ３ １ 

公立大学法人札幌市立大学 

財政援助団体    

出資団体  ２ ２ 

株式会社札幌リゾート開発公社 公の施設指定管理者 ２ ２ 

北のふるさとＮグループ 公の施設指定管理者 ２  

大和リース株式会社北海道支店 公の施設指定管理者  １ 

社会福祉法人麦の子会 

財政援助団体   

公の施設指定管理者  １ 

あつべつグリーンパートナー 公の施設指定管理者 ２ １ 

11 団体  22 11 
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財 務 監 査 等 
 

（工事） 
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財務監査等（工事）報告書 

 

令和５年度第２回定期監査（工事）の実施結果について、以下のとおり報告する。 

なお、監査の実施に当たっては、札幌市監査委員監査基準（令和２年３月26日監

査委員決定）に準拠した。 

 

監査の種類 財務監査、行政監査 

 

監査の対象 

下水道河川局 事業推進部 

都市局    市街地整備部 

白石区    土木部 

厚別区    土木部 

 

監査の着眼点（評価項目） 

上記「監査の対象」の工事等におけるリスクのうち、市民等への影響、発生頻度

等を考慮し特に重要と考えられるリスクを、監査上の重要リスクとし、対応する監

査の着眼点（評価項目）を設定した。 

着眼点（評価項目）は、46ページからの別表１のとおりである。 

 

監査の実施内容 

監査の範囲 

令和４年４月１日から令和５年３月31日までに完成した土木、

建築、設備工事等及び令和４年10月１日から令和５年９月30日ま

でに完了した道路維持除雪業務に係る工事設計、工事監理及び工

事事務（必要に応じて他の年度の執行分も対象とする。） 

監査の方法 

前記監査範囲のうちから、別表２に掲げる工事等を抽出し、関

係書類や実地の検査及び関係職員からの説明聴取により実施し

た。 

監査の期間 令和５年７月13日から同年12月19日まで 

 

監査の結果 

対象となった工事等について、次のとおり指摘すべき事項等がみられた。 
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第１ 指摘事項 

 

１ 工事設計 

 

  快適トイレ設置費用の積算を適正に行うべきもの 

【下水道河川局事業推進部】 

 

「快適トイレ(*)設置試行工事要領」では、快適トイレ設置費用の積算につ

いて、実際にかかった費用から従来型トイレの設置費用相当額を控除した額

を計上することが定められている。 

今回監査した土木工事において、従来型トイレの設置費用相当額を控除せ

ずに設計変更を行っている事例がみられた。 

職員の当該要領に対する認識不足及び検算審査が不十分なことが原因と考

えられる。 

今後は、このようなことがないように、要領の内容を確認するとともに、

チェック機能を強化するなどの再発防止に向けた取組を講じて、適正な工事

設計に努められたい。 

 

(*) 快適トイレ：建設現場を働きやすい環境とするため、男女ともに快適に使用でき

る仮設トイレのこと 

 

 

２ 工事監理 

 

  高所作業を安全に実施すべきもの 

【下水道河川局事業推進部】 

 

「労働安全衛生法」に基づき定められた「労働安全衛生規則」等では、事

業者は、高所作業を行うときは、労働者に要求性能墜落制止用器具(*)を使用

させるなど、墜落による危険を防止するための措置を講じなければならない

と定められている。 

今回監査した土木・建築工事において、以下のとおり不適正な事例がみら

れた。 

 

ア 高所作業車を用いて樹木の伐採作業や壁の取壊し作業を行っていた労働

者が、当該器具を使用していないもの 

イ 屋上防水等の作業に当たり、墜落による危険を防止するための措置を講

じていないもの 

 

これらの事例は、受注者の安全管理に対する認識不足が原因と考えられる。 
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こうした作業は、事故の発生に繋がることが懸念され、ひとたび事故が発

生すると、人命に関わること、社会的影響が大きいことから、今後は、この

ようなことがないように、関係規程を確認し、再発防止に向けた取組を講じ

るとともに、受注者への指導に努められたい。 

 

(*) 要求性能墜落制止用器具：高所作業において、作業者の墜落や転落などの労働災

害を防止するための保護具 

 

 

  特殊車両の通行手続を確認すべきもの 

【下水道河川局事業推進部】 

 

「道路法」では、「車両制限令」に定める一般的制限値を超える特殊車両

(*)を通行させようとする者は、通行しようとする道路の管理者に対して通行

の許可又は通行経路の確認の回答を受けなければならないと定められている。 

今回監査した土木・設備工事において、特殊車両に該当する自走式建設機

械が保管場所から工事現場までの間の道路を通行するために必要な許可等を

受けていない事例がみられた。 

受注者の特殊車両の通行手続に対する認識不足が原因と考えられるが、発

注者も受注者に対して特殊車両の通行許可等を受けているのか確認するべき

であったと考える。 

この事例は、令和３年度第２回定期監査時においても指摘を行っているも

のであり、指摘に対する措置として新たなチェック体制を構築したと報告さ

れていたにもかかわらず、今回の監査で改善がされていなかったものである。 

今後は、関係規程を改めて職員へ周知徹底し、さらにチェック機能の強化

を図るなど、再発防止に向けた取組を講じるとともに、受注者への指導に努

められたい。 

 

(*) 特殊車両：車両の構造や重量等が特殊な場合で、国が定めた制限値を超える車両 

 

 

  交通誘導警備員を適正に配置すべきもの 

【下水道河川局事業推進部】 

 

「警備業法」に基づき定められた「警備員等の検定等に関する規則」では、

公安委員会が認定した路線における工事現場等において交通誘導警備業務を

行うときは、１級又は２級検定合格警備員を配置しなければならないと定め

られている。 

今回監査した測量業務等において、検定合格警備員を配置せずに、公安委

員会が認定した路線上で測量作業を行っている事例がみられた。 
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受託者と委託者双方の当該法令に対する認識不足が原因と考えられる。 

検定合格警備員の配置は、認定路線上での作業における歩行者や通過車両

への安全対策として重要であることから、今後は、このようなことがないよ

うに、関係規程を確認し、再発防止に向けた取組を講じるとともに、受託者

への指導に努められたい。 

 

 

  クレーン作業を安全に実施すべきもの 

【下水道河川局事業推進部】 

 

「労働安全衛生法」に基づき定められた「クレーン等安全規則」等では、

事業者は、クレーンによる作業を行うときは、つり上げられている荷の下に

労働者を立ち入らせてはならないこと、直接つり荷に触れて作業をさせては

ならないことが定められている。 

今回監査した建築・設備工事において、クレーンによる仮設資材及び設備

機器の搬入作業等を行っている労働者に以下のとおり不適正な事例がみられ

た。 

 

ア つり上げられている荷の下に立ち入っているもの 

イ 直接つり荷に触れているもの 

 

これらの事例は、受注者の安全管理に対する認識不足が原因と考えられる。 

こうした作業は、事故の発生に繋がることが懸念され、ひとたび事故が発

生すると、人命に関わること、社会的影響が大きいことから、今後は、この

ようなことがないように、関係規程を確認し、再発防止に向けた取組を講じ

るとともに、受注者への指導に努められたい。 

 

 

  品質管理書類を適正に整備すべきもの 

【下水道河川局事業推進部】 

 

「公共建築工事標準仕様書」では、受注者は、使用予定の材料、仕上げの

精度等の目標、品質管理等について施工計画書に記載し、設計図書及び施工

計画書のとおり施工されたことが確認できる資料を整備することと定められ

ている。 

今回監査した建築工事において、屋外での塗装作業に当たり、施工時の気

温や湿度、保温管理等を確認できる資料が整備されていない事例がみられた。 

この事例は、受注者の品質管理に対する認識不足が原因と考えられる。 

今後は、このようなことがないように、当該仕様書を確認し、再発防止に

向けた取組を講じるとともに、受注者への指導に努められたい。 
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３ 工事事務 

 

  札幌市建設工事請負契約約款を遵守すべきもの 

【白石区土木部】 

 

「札幌市建設工事請負契約約款」（以下「契約約款」という。）では、受

注者は、契約締結後５日以内に設計図書に基づいて、請負代金内訳書(*)及び

工事工程表(*)を作成し、発注者に提出しなければならないと定められている。 

今回監査した土木工事において、請負代金内訳書及び工事工程表が契約締

結後５日以内に提出されていない事例がみられた。 

契約約款に対する受発注者双方の認識不足が原因と考えられる。 

この事例は、令和３年度第１回定期監査時においても指摘を行っているも

のであり、指摘に対する措置としてチェック体制を強化したと報告されてい

たにもかかわらず、今回の監査で改善がされていなかったものである。 

今後は、契約約款の規程を改めて職員へ周知徹底し、さらにチェック機能

の強化を図るなど、再発防止に向けた取組を講じるとともに、受注者への指

導に努められたい。 

 

(*) 請負代金内訳書：受注者が提出する落札額の内訳書。この内訳書に、工種ごとの

数量、単価、金額等を受注者が記載する 

 

(*) 工事工程表：受注者が提出する受注した工事の工程表。この工程表に、工種ごと

の数量、日数、工程等を受注者が記載する 

 

 

第２ 意見（要望）事項 

 

１ 管きょの設計要領について 

【下水道河川局事業推進部】 

 

「管きょの設計要領」（以下「設計要領」という。）では、下水道管路施設

の設計積算に関する基準が定められており、断熱蓋(*)の設置基準については、

断熱蓋を設置する主旨を考慮して柔軟に対応することとされている。 

今回監査した土木工事において、積雪時に歩行者が通行する可能性が低いと

思われる場所のマンホールに断熱蓋を設置している事例がみられた。 

設置基準では、設置に当たって柔軟に対応する旨の記載はあるものの、冬期

間の道路の利用状況や地域条件により設置の可否を判断する基準が記載されて

いないため、設置の根拠として不明瞭なものとなっていると考える。 

設計要領は、設計積算を行う上で共通の取扱いを定めたものであることから、

断熱蓋の設置基準について、経済性や有効性の観点から明記することを検討さ

-44-



 

れるよう要望する。 

 

(*) 断熱蓋：マンホール上の雪が、下水熱で溶けて道路に段差ができることから、熱を

遮断するためにマンホール内に設置する蓋のこと 

 

 

２ 舗装の施工について 

【白石区土木部】 

 

「札幌市土木工事共通仕様書」では、受注者は、舗装の施工を行う場合に、

プライムコートやタックコートを均一に散布しなければならないことが定めら

れている。 

今回監査した土木工事において、歩道を舗装する際に、プライムコートを均

一に散布せずに施工している事例がみられた。 

プライムコートは、舗装の防水性や安定性を確保するために必要なものであ

ることから、今後はその目的や役割について職員に周知するとともに、当該仕

様書を確認し、受注者への指導に努められるよう要望する。 
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